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セキュリティリテラシーベンチマーク作成 WG
WGリーダー

株式会社 JMCリスクマネジメント　大溝　裕則

JNSA PRESS

　本WGは、経済産業省委託事業である「セキュリティリテラシーベンチマーク作成」を担うWGとして2006年度に

発足し、2007年1月に、「知っておきたい情報セキュリティ　理解度セルフチェック」サイトを開設しました。この「理

解度セルフチェック」サイトは、企業で働く一般社員や派遣社員などが個人のセキュリティ知識やリテラシーの向

上を図れるツールとして、多くの方々にご利用をいただいています。

　サイトを構築する時には、受講者のパスワードをサイトが発行することはせずにすべて受講者の管理としたこ

と、また必要のない個人情報の収集は一切しないことなどに留意しました。

　今年度は、新たな機能として、個人受講者のランキング機能の追加と、組織の管理者の方が自組織の社員・職

員をユーザ登録することで受講結果を知ることができるような機能拡張に向けて検討を行ってきました。そして、

2008年1月にランキング機能を追加したサイトのリニューアルと、新規に管理者向けのサイトを公開しました。

理解度セルフチェックサイト
（個人向け）

http://slb.jnsa.org/slbm/

情報セキュリティ理解度チェックサイト
（組織管理者向け）
http://slb.jnsa.org/eslb/

　自分の情報セキュリティの理解度レベルを客観的

に把握し、適切な情報セキュリティ知識を身につけ

ることも重要ですが、組織の一員としてパソコンやイ

ンターネットを利用する場合には、組織全体の情報

セキュリティの知識レベルを向上することも今後ます

ます重要になってきます。

　この WG は、組織における IT 利用者を対象とし

て基礎的な情報セキュリティ知識の理解度をセルフ

チェックできるサイトを構築し、情報セキュリティの

普及活動を行うことを目的として 2006 年度に発足し

ました。（当活動は、経済産業省委託事業として実施）

　今年度は、以下の内容を中心として２ヶ月に１回程

度の会合を開き活動を行ってきました。

1. 問題文の作成

2. 個人受講者向けのランキング機能の追加

3. 組織内管理者向けの機能の追加

4. サイトの普及広報活動

1. 問題文の作成
　今年度は 100 問を目標に新規問題の検討を行いま

した。WG メンバーと JNSA 会員企業を中心に問題

文を募集し、WG メンバー内でまず問題文を精査し

ました。さらに合格問題文を監修委員会の先生方に

1. WG の活動目的 2. WG の活動内容
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４．サイトの普及広報活動
　2008 年 1 月に公開したサイトをより多くの方々に

知ってもらうための普及広報活動を 3 月に行いまし

た。具体的には、インターネットサイトでのバナー広

告やメールニュースへのヘッダ広告の掲載などです。

これにより、サイトオープン以来の総受講者数が１万

人、という今年度の目標を達成することができました。

　経済産業省の委託事業としては 2008 年 3 月で終了

するため、4 月以降は JNSA のサイトとして運営して

いく予定です。さらなる機能拡張や企業向けの有償

サービスの付加や、教育ビジネスとの連携なども検

討をしていますので、ぜひご期待下さい。なお、サ

イトに関する要望やお問い合わせ等がありましたら、

slb@jnsa.org 宛にお問い合わせ下さい。

　この情報セキュリティ理解度チェックサイトが、皆

さまの組織の情報セキュリティ向上のための一助と

なれば幸いです。

WG メンバー一覧
（株）JMCリスクマネジメント 大溝 裕則

（WGリーダー）
（株）アルゴ21 石黒 富士雄
（株）アルゴ21 平塚 良治
（株）インフォセック 山崎 貴子
（株）エス・エス・アイ・ジェイ 杉山 泰弘
エヌ・ティ・ティ・コム チェオ（株） 荒木 淳
エヌ・ティ・ティ・コム チェオ（株） 豊田 美登里
（株）大塚商会 持田 啓司
（株）大塚商会 平井 健一
（株）JMCリスクマネジメント 坂口 容子
（株）ディアイティ 坂本 慶
日本ユニシス（株） 長谷川 長一
富士ゼロックス（株） 八巻 達也
（株）ブリッジ・メタウェア 平田 敬
（株）ブリッジ・メタウェア 佐藤 聡
マカフィー（株） 若林 勝広
（株）ラック 西本 逸郎
リコー・ヒューマン・クリエイツ（株） 内田 茂
リコー・ヒューマン・クリエイツ（株） 勝見 勉
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確認していただき、監修を受けた問題文が採用され

ました。

　現在は約 170 問の問題文があり、その中から個人

受講者のサイトではランダム出題、管理者機能付き

のサイトでは４種類のセット問題とランダム出題の中

から選択できるような形になっています。

2. 個人受講者向けのランキング機能の追加
　サイトを定期的に活用してもらうために、さらに楽

しみながら受講できるよう個人向けのサイトではラン

キング機能を追加しました。ランキングは月毎に更

新されるので、定期的に繰り返し受講してランキン

グ登録にチャレンジできます。

3. 組織内管理者向けの機能の追加
　組織の管理者の方が自組織の社員・職員をユーザ

登録することで受講結果を知ることができるような

新規サイトを公開しました。

　組織の管理者の方は、画面上で以下の内容を知る

ことができます。また、受講者の受講結果詳細を csv

ファイルでダウンロードすることもできます。

・受講者の登録・受講日時

・各受講者の受講有無、受講回数と点数

・自組織の分野別正解率

・分野別正解率のレーダーチャート（全体平均と

自組織との比較）

3. 来年度に向けて


